
亀山市立保育所利用者負担額等の徴収に関する条例施行規則をこ

こに公布する。  

平成２７年３月３１日  

                 亀山市長  櫻  井  義  之  

亀山市規則第８号  

 

   亀山市立保育所利用者負担額等の徴収に関する条例施行規則  

 

 （趣旨）  

第１条  この規則は、亀山市立保育所利用者負担額等の徴収に関す

る条例（平成２７年亀山市条例第１号。以下「条例」という。）

の施行に関し必要な事項を定めるものとする。  

  （利用者負担額）  

第２条  条例第３条の規則で定める額は、次の各号に掲げる区分に

応じ、それぞれ当該各号に定めるところによる。  

（１）子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号。以下「法」

という。）第１９条第１項第２号に該当するもの  別表第１に

定める額  

（２）法第１９条第１項第３号に該当するもの  別表第２に定める   

額  

２  市長は、利用者負担額を決定したときは、保育所利用者負担額

決定通知書（様式第１号）により、支給認定保護者に通知するも

のとする。  

  （利用者負担額の減免）  

第３条  条例第５条の規定による利用者負担額の減免を申請しよう

とする者は、利用者負担額減免申請書（様式第２号）に減免申請

の理由を証する書類を添えて市長に提出しなければならない。  

２  市長は、前項の申請書を受理したときは、その内容を審査し、

必要と認める場合は、申請のあった日の属する月分から利用者負

担額の減免を行うものとする。  



３  市長は、第１項の申請に基づき、利用者負担額の減免の可否を

決定したときは、利用者負担額減免決定通知書（様式第３号）に

より、通知するものとする。  

（延長保育料）  

第４条  条例第６条の規則で定める延長保育料の額は、別表第３に

定める額とする。  

（その他）  

第５条  この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。  

附  則  

（施行期日）  

１  この規則は、平成２７年４月１日から施行する。  

（亀山市保育所入所児童に要する費用に関する規則の廃止）  

２  亀山市保育所入所児童に要する費用に関する規則（平成１７年

亀山市規則第５５号）は、廃止する。  

（平成２７年８月分までの利用者負担額の調整）  

３  この規則の施行の際現に亀山市立保育所に入所している支給認

定子どもの平成２７年８月分までの利用者負担額については、第

２条の規定にかかわらず、当該利用者負担額が前項の規定による

廃止前の亀山市保育所入所児童に要する費用に関する規則第２条

の規定による費用の額を超える場合は当該費用の額とする。  



別 表 第 １ （ 第 ２ 条 関 係 ）  

各 月 初 日 の 支 給 認 定 保 護 者 の 属 す る 世 帯 の 階 層 区 分  利 用 者 負 担 額 （ 月 額 ）  

階 層 区 分  定 義  

子 ど も ･ 子 育 て 支 援 法 施
行 規 則 ( 平 2 6 年 内 閣 府
令 第 4 4 号 ) 第 4 条 に 規
定 す る 保 育 必 要 量 の 認 定
区 分  

保 育 標 準 時
間  

保 育 短 時 間  

第 1 階 層  

生 活 保 護 法 （ 昭 和 2 5 年 法 律 第 1 4 4 号 ） の 規 定
に よ る 保 護 又 は 中 国 残 留 邦 人 等 の 円 滑 な 帰 国 の 促
進 並 び に 永 住 帰 国 し た 中 国 残 留 邦 人 等 及 び 特 定 配
偶 者 の 自 立 の 支 援 に 関 す る 法 律 ( 平 成 6 年 法 律 第
3 0 号 ) に よ る 支 援 給 付 を 受 け て い る 世 帯  

0 円  0 円  

第 2 階 層  

第 1 階 層
を 除 き ､
当 該 年 度
の 4  月
分 か ら 8
月 分 ま で
の 利 用 者
負 担 額 の
算 定 に あ
っ て は 前
年 度 分
の ､ 当 該
年 度 の 9  
月 分 か ら
3 月 分 ま
で の 利 用
者 負 担 額
の 算 定 に
あ っ て は
当 該 年 度
分 の 市 町
村 民 税 の
額 の 区 分
が 右 欄 の
区 分 に 該
当 す る 世
帯  

市 町 村 民 税 非 課 税 の 母 子 及 び 父 子 並
び に 寡 婦 福 祉 法 ( 昭 和 3 9 年 法 律 第
1 2 9 号 ) 第 6 条 第 6 項 に 規 定 す る 配
偶 者 の な い 者 で 現 に 児 童 を 扶 養 し て
い る も の の 世 帯  

0 円  0 円  

第 3 階 層  市 町 村 民 税 非 課 税 の そ の 他 の 世 帯  1 , 7 0 0 円  1 , 7 0 0 円  

第 4 階 層  市 町 村 民 税 均 等 割 課 税 の み の 世 帯  7 , 7 0 0 円  7 , 6 0 0 円  

第 5 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 2 , 0 0 0
円 未 満  

9 , 6 0 0 円  9 , 4 0 0 円  

第 6 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 2 , 0 0 0
円 以 上 2 4 , 0 0 0 円 未 満  

1 2 , 5 0 0 円  1 2 , 3 0 0 円  

第 7 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  2 4 , 0 0 0
円 以 上 3 6 , 0 0 0 円 未 満  

1 4 , 3 0 0 円  1 4 , 1 0 0 円  

第 8 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  3 6 , 0 0 0
円 以 上 4 8 , 6 0 0 円 未 満  

1 6 , 2 0 0 円  1 5 , 9 0 0 円  

第 9 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  4 8 , 6 0 0
円 以 上 6 0 , 0 0 0 円 未 満  

1 8 , 4 0 0 円  1 8 , 1 0 0 円  

第 1 0 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  6 0 , 0 0 0
円 以 上 7 2 , 0 0 0 円 未 満  

2 0 , 6 0 0 円  2 0 , 2 0 0 円  

第 1 1 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  7 2 , 0 0 0
円 以 上 8 4 , 0 0 0 円 未 満  

2 2 , 2 0 0 円  2 1 , 8 0 0 円  

第 1 2 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  8 4 , 0 0 0
円 以 上 9 7 , 0 0 0 円 未 満  

2 3 , 7 0 0 円  2 3 , 3 0 0 円  

第 1 3 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  9 7 , 0 0 0
円 以 上 1 1 1 , 0 0 0 円 未 満  

2 5 , 2 0 0 円  2 4 , 8 0 0 円  

第 1 4 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 1 1 , 0 0 0
円 以 上 1 2 5 , 0 0 0 円 未 満  

2 6 , 6 0 0 円  2 6 , 1 0 0 円  

第 1 5 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 2 5 , 0 0 0
円 以 上 1 6 9 , 0 0 0 円 未 満  

2 7 , 5 0 0 円  2 7 , 0 0 0 円  

第 1 6 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 6 9 , 0 0 0
円 以 上 3 0 1 , 0 0 0 円 未 満  

2 8 , 5 0 0 円  2 8 , 0 0 0 円  

第 1 7 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  3 0 1 , 0 0 0
円 以 上 3 9 7 , 0 0 0 円 未 満  

2 9 , 0 0 0 円  2 8 , 5 0 0 円  

第 1 8 階 層  所 得 割 課 税 額  3 9 7 , 0 0 0 円 以 上  2 9 , 4 0 0 円  2 8 , 9 0 0 円  

備 考  
１  こ の 表 に お け る 「 均 等 割 」 の 額 と は 地 方 税 法 ( 昭 和 2 5 年 法 律 第 2 2 6 号 ) 第 2 9 2 条 第 1
項 第 1 号 に 規 定 す る 均 等 割 の 額 を い い 、 「 所 得 割 」 の 額 と は 同 項 第 2 号 に 規 定 す る 所 得
割 ( 当 該 所 得 割 を 計 算 す る 場 合 に お い て は 、 同 項 第 8 号 に 規 定 す る 扶 養 親 族 の う ち 、 年 齢
1 6 歳 未 満 の 者 を 同 法 第 3 1 4 条 の 2 第 1 項 第 1 1 号 に 規 定 す る 控 除 対 象 扶 養 親 族 と み な
し て 同 法 の 規 定 を 適 用 す る 。 ま た 、 同 法 第 3 1 4 条 の 7 、 同 法 附 則 第 5 条 第 3 項 及 び 第 5



条 の 4 第 6 項 の 規 定 は 適 用 し な い も の と す る 。 ) の 額 を い う 。 た だ し 、 同 法 第 3 2 3 条 に
規 定 す る 市 町 村 民 税 の 減 免 が あ っ た 場 合 に は 、 そ の 額 を 所 得 割 の 額 又 は 均 等 割 の 額 か ら
順 次 控 除 し た 額 を 所 得 割 の 額 又 は 均 等 割 の 額 と す る 。  

２  支 給 認 定 保 護 者 の 属 す る 世 帯 の 階 層 が ､ 第 3 階 層 以 上 と 認 定 さ れ た 世 帯 で あ っ て も ､ 次
に 掲 げ る 世 帯 で あ る 場 合 に は ､ 当 該 階 層 の 利 用 者 負 担 額 か ら 1 , 0 0 0 円 を 控 除 す る ｡  

（ １ ） 次 に 掲 げ る 在 宅 障 害 児 ( 者 ) を 有 す る 世 帯  
ア  身 体 障 害 者 福 祉 法 ( 昭 和 2 4 年 法 律 第 2 8 3 号 ) 第 1 5 条 に 定 め る 身 体 障 害 者 手 帳 の
交 付 を 受 け た 者  

イ  療 育 手 帳 制 度 要 綱 ( 昭 和 4 8 年 9 月 2 7 日 厚 生 省 発 児 第 1 5 6 号 ) に 定 め る 療 育 手 帳
の 交 付 を 受 け た 者  

ウ  精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 ( 昭 和 2 5 年 法 律 第 1 2 3 号 ) 第 4 5 条 に
定 め る 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 の 交 付 を 受 け た 者  

エ  特 別 児 童 扶 養 手 当 等 の 支 給 に 関 す る 法 律 ( 昭 和 3 9 年 法 律 第 1 3 4 号 ) に 定 め る 特 別
児 童 扶 養 手 当 の 支 給 対 象 児 ､ 国 民 年 金 法 ( 昭 和 3 4 年 法 律 第 1 4 1 号 ) に 定 め る 国 民 年
金 の 障 害 基 礎 年 金 等 の 受 給 者  

（ ２ ） 支 給 認 定 保 護 者 の 申 請 に 基 づ き ､ 生 活 保 護 法 に 定 め る 要 保 護 者 等 特 に 困 窮 し て い る と
市 長 が 認 め た 世 帯  

３  支 給 認 定 保 護 者 の 属 す る 世 帯 の 階 層 が ､ 第 4 階 層 と 認 定 さ れ た 世 帯 で あ っ て も ､ 母 子 及
び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 第 6 条 第 6 項 に 規 定 す る 配 偶 者 の な い 者 で 現 に 児 童 を 扶 養 し て
い る も の の 世 帯 で あ る 場 合 に は ､ こ の 表 の 規 定 に か か わ ら ず ､ 当 該 階 層 の 利 用 者 負 担 額 を
無 料 と す る ｡  

４  同 一 世 帯 に お い て 小 学 校 就 学 前 の 範 囲 内 に あ る 子 ど も が 複 数 人 同 時 に 特 定 教 育 ･ 保 育 施
設 若 し く は 特 定 地 域 型 保 育 事 業 を 利 用 し て い る 場 合 ( 特 別 支 援 学 校 幼 稚 部 ､ 情 緒 障 害 児 短
期 治 療 施 設 通 所 部 に 入 所 し ､ 又 は 児 童 発 達 支 援 若 し く は 医 療 型 児 童 発 達 支 援 を 利 用 し て い
る 場 合 を 含 む ｡ )  又 は 亀 山 市 待 機 児 童 館 に 入 所 し て い る 場 合 に お け る こ の 表 の 適 用 に つ
い て は ､ 最 年 長 の 子 ど も か ら 順 に 2 人 目 は こ の 表 の 利 用 者 負 担 額 の 欄 に 掲 げ る 額 ( 備 考 2
の 規 定 に 該 当 す る 場 合 は ､ 当 該 規 定 の 適 用 後 の 額 ) の 半 額 ､ 3 人 目 以 降 に つ い て は 無 料 と
す る ｡  

５  支 給 認 定 子 ど も が 年 度 途 中 に お い て 満 3 歳 に 到 達 し た 場 合 の 利 用 者 負 担 額 は ､ そ の 年 度
中 は 別 表 第 2 の 規 定 を 適 用 す る ｡  

６  こ の 表 の 利 用 者 負 担 額 の 欄 に 掲 げ る 金 額 に は ､ 食 事 ( 主 食 に 限 る ｡ ) の 提 供 に 係 る 負 担 金
を 含 ま な い ｡  



別 表 第 ２ （ 第 ２ 条 関 係 ）  

各 月 初 日 の 支 給 認 定 保 護 者 の 属 す る 世 帯 の 階 層 区 分  利 用 者 負 担 額 （ 月 額 ）  

階 層 区 分  定 義  

子 ど も ･ 子 育 て 支 援 法 施
行 規 則 第 4 条 に 規 定 す る
保 育 必 要 量 の 認 定 区 分  

保 育 標 準 時
間  

保 育 短 時 間  

第 1 階 層  

生 活 保 護 法 の 規 定 に よ る 保 護 又 は 中 国 残 留 邦 人 等
の 円 滑 な 帰 国 の 促 進 並 び に 永 住 帰 国 し た 中 国 残 留
邦 人 等 及 び 特 定 配 偶 者 の 自 立 の 支 援 に 関 す る 法 律
に よ る 支 援 給 付 を 受 け て い る 世 帯  

0 円  0 円  

第 2 階 層  

第 1 階 層
を 除 き ､
当 該 年 度
の 4  月
分 か ら 8
月 分 ま で
の 利 用 者
負 担 額 の
算 定 に あ
っ て は 前
年 度 分
の ､ 当 該
年 度 の 9  
月 分 か ら
3 月 分 ま
で の 利 用
者 負 担 額
の 算 定 に
あ っ て は
当 該 年 度
分 の 市 町
村 民 税 の
額 の 区 分
が 右 欄 の
区 分 に 該
当 す る 世
帯  

市 町 村 民 税 非 課 税 の 母 子 及 び 父 子 並
び に 寡 婦 福 祉 法 第 6 条 第 6 項 に 規 定
す る 配 偶 者 の な い 者 で 現 に 児 童 を 扶
養 し て い る も の の 世 帯  

0 円  0 円  

第 3 階 層  市 町 村 民 税 非 課 税 の そ の 他 の 世 帯  2 , 5 0 0 円  2 , 5 0 0 円  

第 4 階 層  市 町 村 民 税 均 等 割 課 税 の み の 世 帯  9 , 1 0 0 円  8 , 9 0 0 円  

第 5 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 2 , 0 0 0
円 未 満  

1 1 , 0 0 0 円  1 0 , 8 0 0 円  

第 6 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 2 , 0 0 0
円 以 上 2 4 , 0 0 0 円 未 満  

1 4 , 5 0 0 円  1 4 , 3 0 0 円  

第 7 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  2 4 , 0 0 0
円 以 上 3 6 , 0 0 0 円 未 満  

1 6 , 6 0 0 円  1 6 , 3 0 0 円  

第 8 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  3 6 , 0 0 0
円 以 上 4 8 , 6 0 0 円 未 満  

1 8 , 8 0 0 円  1 8 , 5 0 0 円  

第 9 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  4 8 , 6 0 0
円 以 上 6 0 , 0 0 0 円 未 満  

2 1 , 2 0 0 円  2 0 , 8 0 0 円  

第 1 0 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  6 0 , 0 0 0
円 以 上 7 2 , 0 0 0 円 未 満  

2 3 , 7 0 0 円  2 3 , 3 0 0 円  

第 1 1 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  7 2 , 0 0 0
円 以 上 8 4 , 0 0 0 円 未 満  

2 6 , 3 0 0 円  2 5 , 9 0 0 円  

第 1 2 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  8 4 , 0 0 0
円 以 上 9 7 , 0 0 0 円 未 満  

2 8 , 9 0 0 円  2 8 , 4 0 0 円  

第 1 3 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  9 7 , 0 0 0
円 以 上 1 1 1 , 0 0 0 円 未 満  

3 1 , 5 0 0 円  3 1 , 0 0 0 円  

第 1 4 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 1 1 , 0 0 0
円 以 上 1 2 5 , 0 0 0 円 未 満  

3 4 , 1 0 0 円  3 3 , 5 0 0 円  

第 1 5 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 2 5 , 0 0 0
円 1 6 9 , 0 0 0 円 未 満  

3 6 , 9 0 0 円  3 6 , 3 0 0 円  

第 1 6 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  1 6 9 , 0 0 0
円 以 上 3 0 1 , 0 0 0 円 未 満  

3 7 , 6 0 0 円  3 7 , 0 0 0 円  

第 1 7 階 層  
市 町 村 民 税 所 得 割 課 税 額  3 0 1 , 0 0 0
円 以 上 3 9 7 , 0 0 0 円 未 満  

3 8 , 3 0 0 円  3 7 , 6 0 0 円  

第 1 8 階 層  所 得 割 課 税 額  3 9 7 , 0 0 0 円 以 上  3 9 , 0 0 0 円  3 8 , 3 0 0 円  

備 考  
１  こ の 表 に お け る 「 均 等 割 」 の 額 と は 地 方 税 法 第 2 9 2 条 第 1 項 第 1 号 に 規 定 す る 均 等 割
の 額 を い い 、 「 所 得 割 」 の 額 と は 同 項 第 2 号 に 規 定 す る 所 得 割 ( 当 該 所 得 割 を 計 算 す る 場
合 に お い て は 、 同 項 第 8 号 に 規 定 す る 扶 養 親 族 の う ち 、 年 齢 1 6 歳 未 満 の 者 を 同 法 第
3 1 4 条 の 2 第 1 項 第 1 1 号 に 規 定 す る 控 除 対 象 扶 養 親 族 と み な し て 同 法 の 規 定 を 適 用 す
る 。 ま た 、 同 法 第 3 1 4 条 の 7 、 同 法 附 則 第 5 条 第 3 項 及 び 第 5 条 の 4 第 6 項 の 規 定 は
適 用 し な い も の と す る 。 ) の 額 を い う 。 た だ し 、 同 法 第 3 2 3 条 に 規 定 す る 市 町 村 民 税 の
減 免 が あ っ た 場 合 に は 、 そ の 額 を 所 得 割 の 額 又 は 均 等 割 の 額 か ら 順 次 控 除 し た 額 を 所 得
割 の 額 又 は 均 等 割 の 額 と す る 。  

２  支 給 認 定 保 護 者 の 属 す る 世 帯 の 階 層 が ､ 第 3 階 層 以 上 と 認 定 さ れ た 世 帯 で あ っ て も ､ 次
に 掲 げ る 世 帯 で あ る 場 合 に は ､ 当 該 階 層 の 利 用 者 負 担 額 か ら 1 , 0 0 0 円 を 控 除 す る ｡  



（ １ ） 次 に 掲 げ る 在 宅 障 害 児 ( 者 ) を 有 す る 世 帯  
ア  身 体 障 害 者 福 祉 法 第 1 5 条 に 定 め る 身 体 障 害 者 手 帳 の 交 付 を 受 け た 者  
イ  療 育 手 帳 制 度 要 綱 に 定 め る 療 育 手 帳 の 交 付 を 受 け た 者  
ウ  精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 第 4 5 条 に 定 め る 精 神 障 害 者 保 健 福 祉
手 帳 の 交 付 を 受 け た 者  

エ  特 別 児 童 扶 養 手 当 等 の 支 給 に 関 す る 法 律 ( 昭 和 3 9 年 法 律 第 1 3 4 号 ) に 定 め る 特 別
児 童 扶 養 手 当 の 支 給 対 象 児 ､ 国 民 年 金 法 に 定 め る 国 民 年 金 の 障 害 基 礎 年 金 等 の 受 給 者  

（ ２ ） 支 給 認 定 保 護 者 の 申 請 に 基 づ き ､ 生 活 保 護 法 に 定 め る 要 保 護 者 等 特 に 困 窮 し て い る と
市 長 が 認 め た 世 帯  

３  支 給 認 定 保 護 者 の 属 す る 世 帯 の 階 層 が ､ 第 4 階 層 と 認 定 さ れ た 世 帯 で あ っ て も ､ 母 子 及
び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 第 6 条 第 6 項 に 規 定 す る 配 偶 者 の な い 者 で 現 に 児 童 を 扶 養 し て
い る も の の 世 帯 で あ る 場 合 に は ､ こ の 表 の 規 定 に か か わ ら ず ､ 当 該 階 層 の 利 用 者 負 担 額 を
無 料 と す る ｡  

４  同 一 世 帯 に お い て 小 学 校 就 学 前 の 範 囲 内 に あ る 子 ど も が 複 数 人 同 時 に 特 定 教 育 ･ 保 育 施
設 若 し く は 特 定 地 域 型 保 育 事 業 を 利 用 し て い る 場 合 ( 特 別 支 援 学 校 幼 稚 部 ､ 情 緒 障 害 児 短
期 治 療 施 設 通 所 部 に 入 所 し ､ 又 は 児 童 発 達 支 援 若 し く は 医 療 型 児 童 発 達 支 援 を 利 用 し て い
る 場 合 を 含 む ｡ )  又 は 亀 山 市 待 機 児 童 館 に 入 所 し て い る 場 合 に お け る こ の 表 の 適 用 に つ
い て は ､ 最 年 長 の 子 ど も か ら 順 に 2 人 目 は こ の 表 の 利 用 者 負 担 額 の 欄 に 掲 げ る 額 ( 備 考 2
の 規 定 に 該 当 す る 場 合 は ､ 当 該 規 定 の 適 用 後 の 額 ) の 半 額 ､ 3 人 目 以 降 に つ い て は 無 料 と
す る ｡  

５  こ の 表 の 利 用 者 負 担 額 の 欄 に 掲 げ る 金 額 に は ､ 食 事 ( 主 食 に 限 る ｡ ) の 提 供 に 係 る 負 担 金
を 含 ま な い ｡  



別 表 第 ３ （ 第 ４ 条 関 係 ）  

区 分  延 長 保 育 料  

7 時 3 0 分 か ら  
8 時 1 5 分 ま で  

１ 日 あ た り 子 ど も １ 人 に つ き 2 0 0 円  

1 6 時 1 5 分 か ら
1 8 時 3 0 分 ま で  

１ 日 あ た り 子 ど も １ 人 に つ き 2 0 0 円  

1 8 時 3 0 分 か ら
1 9 時 ま で  

別 表 第 1 又 は 別 表 第 2 の 階
層 区 分 が 第 １ 階 層 か ら 第 ４
階 層 ま で に 属 す る 世 帯  

１ 月 あ た り こ ど も １ 人 に つ き  
0 円  

別 表 第 1 又 は 別 表 第 2 の 階
層 区 分 が 第 5 階 層 か ら 第 6
階 層 ま で に 属 す る 世 帯  

１ 月 あ た り こ ど も １ 人 に つ き  
1 , 0 0 0 円  

別 表 第 1 又 は 別 表 第 2 の 階
層 区 分 が 第 7 階 層 か ら 第
1 1 階 層 ま で に 属 す る 世 帯  

１ 月 あ た り こ ど も １ 人 に つ き  
1 , 5 0 0 円  

別 表 第 1 又 は 別 表 第 2 の 階
層 区 分 が 第 1 2 階 層 か ら 第
1 8 階 層 ま で に 属 す る 世 帯  

１ 月 あ た り こ ど も １ 人 に つ き  
2 , 5 0 0 円  

1 9 時 か ら  
1 9 時 3 0 分 ま で  

別 表 第 1 又 は 別 表 第 2 の 階
層 区 分 が 第 １ 階 層 か ら 第 ４
階 層 ま で に 属 す る 世 帯  

１ 月 あ た り こ ど も １ 人 に つ き  
0 円  

別 表 第 1 又 は 別 表 第 2 の 階
層 区 分 が 第 5 階 層 か ら 第 6
階 層 ま で に 属 す る 世 帯  

１ 月 あ た り こ ど も １ 人 に つ き  
2 , 0 0 0 円  

別 表 第 1 又 は 別 表 第 2 の 階
層 区 分 が 第 7 階 層 か ら 第
1 1 階 層 ま で に 属 す る 世 帯  

１ 月 あ た り こ ど も １ 人 に つ き  
3 , 0 0 0 円  

別 表 第 1 又 は 別 表 第 2 の 階
層 区 分 が 第 1 2 階 層 か ら 第
1 8 階 層 ま で に 属 す る 世 帯  

１ 月 あ た り こ ど も １ 人 に つ き  
5 , 0 0 0 円  

備 考  
１  同 一 世 帯 に お い て 小 学 校 就 学 前 の 範 囲 内 に あ る 子 ど も が 複 数 人 同 時 に 特 定 教 育 ･ 保 育 施
設 若 し く は 特 定 地 域 型 保 育 事 業 を 利 用 し て い る 場 合 ( 特 別 支 援 学 校 幼 稚 部 ､ 情 緒 障 害 児 短
期 治 療 施 設 通 所 部 に 入 所 し ､ 又 は 児 童 発 達 支 援 若 し く は 医 療 型 児 童 発 達 支 援 を 利 用 し て い
る 場 合 を 含 む ｡ )  又 は 亀 山 市 待 機 児 童 館 に 入 所 し て い る 場 合 に お け る こ の 表 の 適 用 に つ
い て は ､ 最 年 長 の 子 ど も か ら 順 に 2 人 目 は こ の 表 の 延 長 保 育 料 の 欄 に 掲 げ る 額 の 半 額 ､ 3
人 目 以 降 に つ い て は 無 料 と す る ｡  

２  こ の 表 の 「 7 時 3 0 分 か ら 8 時 1 5 分 ま で 」 及 び 「 1 6 時 1 5 分 か ら 1 8 時 3 0 分 ま で 」
の 区 分 の 適 用 は 、 子 ど も ･ 子 育 て 支 援 法 施 行 規 則 第 4 条 に 規 定 す る 保 育 必 要 量 の 認 定 区 分
が 保 育 短 時 間 で あ る 世 帯 の み と す る 。  

 



様式第１号（第２条関係）  
第      号  

年   月   日  

 

           様  

亀山市長        □印  

 

保育所利用者負担額決定通知書  

 

利用者負担額について、次のとおり決定しましたので通知します。  

 

入所する小学校就学前
子どもの氏名及び生年
月日  

 
 

年   月   日生  

入所する保育所の名称
及び所在地  

 
 
 

利用者負担額  
 
第   階層  月額        円  
 

 
この決定に不服がある場合は、この決定があったことを知った日

の翌日から起算して６０日以内に、亀山市長に対して異議申立てを
することができます。  
 また、この決定の取消しの訴えは、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して６月以内に、亀山市を被告として（訴訟に
おいて亀山市を代表する者は亀山市長となります。）、提起するこ
とができます。なお、この決定があったことを知った日の翌日から
起算して６月以内であっても、決定の日の翌日から起算して１年を
経過すると決定の取消しの訴えを提起することができなくなります。
ただし、異議申立てをした場合には、当該異議申立てに対する決定
があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に、処分の取
消しの訴えを提起することができます。  



様式第２号（第３条関係）  
 

年   月   日  

亀山市長  様  

住所           

申請者  氏名         ○印  

電話           

  

 

保育所利用者負担額減免申請書  

 

 亀山市立保育所利用者負担額等の徴収に関する条例施行規則第３

条第１項の規定により利用者負担額の減額（免除）を受けたいので、

次のとおり申請します。  

小学校就学前子どもの
氏名  

 

生年月日  年   月   日生  

減額（免除）を受けよ
うとする利用者負担額  

第   階層  月額        円  

減額（免除）を受けよ
うとする理由  

 

 

（備考）  

 減額（免除）を受けようとする理由を証明する書類を添付してく

ださい。  



様式第３号（第３条関係）  

第      号  

年   月   日  

 

             様  

亀山市長          □印  

 

保育所利用者負担額減免決定通知書  

 

     年   月   日付けで申請のあった利用者負担額の減額

（免除）について、次のとおり決定したので通知します。  

小学校就学前子どもの氏名   

生年月日  年   月   日生  

利用者
負担額  

減額（免除）前  第   階層  月額       円  

減額（免除）後  第   階層  月額       円  

減額（免除）開始月  年   月分から  

備考  
減額（免除）を受けた理由がなく
なったときは、速やかに届け出る
こと。  

 


